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５月８日以降の新型コロナ感染対策のポイント

①抗原検査キット、解熱薬を準備

②電話で連絡してから医療機関を受診

③医療費の一部自己負担あり

④若い人でも後遺症（罹患後症状）が持続
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＊検査キット、解熱薬を自宅に常備
体外診断用医薬品
第１類医薬品

＊つらい場合は医療機関を受診
外来対応医療機関
かかりつけ医

＊受診する前に必ず電話で連絡

＊困ったときは
東京都新型コロナ相談センター
救急相談センター
小児救急相談
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＊コロナ陽性の場合は５日間自宅療養

外出を控えることを推奨

やむを得ず外出する場合はマスク着用

10日間はウイルス排出の可能性あり

＊療養後、後遺症かなと思ったら

コロナ後遺症対応医療機関

都立病院コロナ後遺症相談窓口

各種相談窓口（生活全般の相談)
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抗原定性検査の感度・特異度の調査
自覚症状発症からの経過日数による比較

day0（発症日当日） day1 day2 day3 day4-7

核酸検出検査 核酸検出検査 核酸検出検査 核酸検出検査 核酸検出検査

陽性 陰性 計 陽性 陰性 計 陽性 陰性 計 陽性 陰性 計 陽性 陰性 計

抗原定性 陽性 194 3 197 564 4 568 285 1 286 128 2 130 79 0 79

検査 陰性 43 180 223 106 377 483 19 140 159 4 71 75 7 84 91

計 237 183 420 670 381 1051 304 141 445 132 73 205 86 84 170

陽性一致率（感度）（％） 81.9 (76.3, 86.5) 84.2 (81.2, 86.9) 93.8 (90.4, 96.2) 97.0 (92.4, 99.2) 91.9 (83.9, 96.7)

陰 性 一 致 率
（特異度）（％）

98.4 (95.3, 99.7) 99.0 (97.3, 99.7) 99.3 (96.1, 100.0) 97.3 (90.5, 99.7) 100.0 (95.7, 100.0)

EASE-COVID study II：東京都医師会臨床調査研究
鼻腔から採取した検体を用いた新型コロナウイルス簡易抗原定性検査の有用性に関する検討 5



医療費自己負担と公費支援

＊５類移行後は医療費は健康保険が適用され、１割から３割の自己負担が発生

＊急激な負担の増加を防ぐため、入院、外来の医療費の一部を公費支援

（移行期間9月末まで）

＊高額なコロナ治療薬（抗体薬、抗ウイルス薬）は公費支援

＊外来でのコロナの検査は自己負担あり

＊高齢者施設、障害者施設での集中検査は行政検査として無料

＊解熱薬、鎮咳薬は自己負担あり

＊初診抗原検査３割負担 2,271円、初診PCR検査３割負担 3,489円

＊ワクチンは公費支援、自己負担なし（令和5年度） 6



オミクロン株に対する効果

Lancet Infectious Disease 2023.2.8

ゾコーバラゲブリオ パキロビッドベクルリー
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エンシトレルビル（ゾコーバ®錠）の症状改善効果

J_RD_20221012final2.2.pdf (shionogi.com)
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https://www.shionogi.com/content/dam/shionogi/jp/investors/ir-library/presentation-materials/fy2022/J_RD_20221012final2.2.pdf


エンシトレルビル（ゾコーバ®錠）の抗ウイルス効果

J_RD_20221012final2.2.pdf (shionogi.com)
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新型コロナウイルス消失までの期間

Clinical Infectious Diseases
https://doi.org/10.1093/cid/ciac933

中央値でプラセボより
約40時間ウイルス消失
が早くなる

120時間（5日）で
ほぼウイルスが消失、
168時間（7日）以降
はウイルス陽性者は
みられない
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エンシトレルビル（ゾコーバ®錠）の
神経症状後遺症に対する効果

投与開始時点での症状スコアが中央値以上の患者集団

Long COVIDが発現した被験者の割合
（神経４症状：①問題解決力の低下 ②集中力・思考力の低下 ③物忘れ ④不眠）

Precision Medicine Vol.6 No.4,2023
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抗ウイルス薬の意義

＊症状の早期改善、重症化予防

＊ウイルス量の早期減少

＊ウイルスの排出期間短縮

ウイルス量が少なければ感染は防止可能

家族内感染、施設内感染の予防

＊後遺症の発現リスク低減

➡高齢者・基礎疾患保有者は、重症化予防（ラゲブリオ・パキロビッド）

➡若年者は、早期の症状改善、療養期間の短縮、後遺症の予防（ゾコーバ）

医療従事者、エッセンシャルワーカーは早期社会復帰が可能
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